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学 校 要 覧

昭 和 49年 度

お  やけ

竜輸 立 ノト 宅 ノlヽ 学

兵庫県龍野市龍野町日飼 105

T EIL  07916- 3 -‐ 0279

校

舟生
長方形



■ 本 校 の 沿 革

明治 5年 8月  学制発布により、次の学校を創立。
洲田小学校、漸進小学校、片山小学校、中井小学校

宮畔小学校

明治 9年 6月   上の学校脅廃し、揖東郡日飼村に又新小学校を新乳
明治 25年 4月  町村制施行により、小宅村―円を学区とする。

島田、日飼、堂本、富永、四箇、大道、北村、

宮脇、中村、末政、片山、中井

村立小宅尋常小学校と名称。
明治 44年 4月  小宅尋常小学校に高等科を併設。
昭和 3年 4月   講堂建築、三棟の校舎の各西端に 1教室を増築。
昭和 22年 4月  学校教育法施行により小宅村立小学校と改亀
昭和 23年 4月  小宅村は竜野町と合併、竜野町立小宅小学校と改乳
昭和 29年 4月  昭和 26年 12月 校舎改築促進同盟会を結成後、年々改

築、二棟三階建の校舎竣工する。
昭和 30年 4月   講堂移築完成、校歌改訂。            V
昭和 35年 12月   本館、用務員室、来賓便所竣工。
昭和 43年 7月   プール完成、 7月 19日 プール開き。
昭和 49年 4月   普通教室 4教室、増築工事に着工。

2栄 光 の 歴 史
O健 康 優 良 学 校  S420S48全 日本健康優良学校
0学校給食優良学校  S46・ S47文 部大臣表彰
0安全教育優良学校  S43文 部大臣表彰
0理 科 教 育優秀校  S48ソ 三一理科振興資金で優秀校
0音 楽 黎育優秀校  MBS・ NHK音楽コンクールで優秀校 (S46.48)

3地 域
.の
特 色

本校が所在する川東地区は恵まれた立地条件にあり、現在市街地域と農
業地域が混在してしヽるが、すべてめ面に・―大飛躍の転換期を迎えている。
工場・官公庁・金融機関・事業場。商店等の進出がめざましく、今後交通、産
曹L言誓皇昌璽]馨富理膚FT襲響i!蓬 :〔 k,ぃでぁる。
主な産業

0醤      油………色をつけずによい味をつける淡口醤油
0播州手延そうめん。……・0女性の美しい肌と清純さを象徴する播州そうめ

ん
｀
揖保の糸、

O播  州  皮 革………なめしの美しい皮革、全国の 35%生産、製品の
主な ものは婦人靴用

保 護 者 の 職 業

職 業 農  業 林   業 漁  業 鉱 業 建 築 業
児童数 156
職 業 製 造 業 卸小売業 金融等 運輸通信 電気・ガス

児童数 316 105 26

職  業 サービえ業 公 務 員 その他
児童数 142 829



4学 校 経 営 の 概 要
(1)教育精神 (本校教育の象徴 )

鏡 と玉と剣 (正 しく。イ中よく。強く )

(a 教育目標………頭と心とからだ

人間尊電の本義を理解し、創造力に富む高い知性と教育を身につけ、

たくましいからだと誠実で豊かな心をもら、意志の強い実践的な行動人

の育成をめざす。

(0 経 営 方 針
② 真の教育は、教師と児童相互における敬愛と信頼、心を大切にし、
師弟同行の姿において、魂のふれあう教育。

④ 構造イヒされた教材の道すじを、自発的・主体的に思考を積み重ねて
いく授業をくふうし、探究的な眼を育てていく。

0 人権意識にめざめた和の精神を強調、人間関係における意識の変革
をめざし、差別解消の実践力をつける。

○ 素朴にして強靱な体力を養うため、健康教育を更におし進め、ねば
ヽノ リや根性の精神を培っていく。

② 集団の中で個の存在意義を自覚して、ひとりひとりが能力適性を十
分発揮できるよう、きめ細かい配慮で楽しい学級、学校づくりに努力

する。

“

)生 活 五 則
② 健康は、まずしせいから。
④ あいさつ、へんじははっきりと。
② ょく見、よく聞き、進んで発表。
○ 勉強、仕事は、最後まで。
② 友だら、仲よく、助け合い。

5本 年 度 努 力 目 標

ひ と りひ と りを伸 ばす教育

一一一学習指導の実践
―

外とりひとりの可能性を最大限に伸ばす学習指導法のくふう、改善をは

かる。

(1)学習指導法の現代化 (組織化 )

◎ ひとりひとりの子どもの学習権を保障した授業の創造
⑦ みずから主体的に学びとる授業
④ 個々に生かされた授業
② 小集団による学習方法のくふう(バズ学習方式 )
○ 教育機器の活用
12)同 和教育の深化拡充

② 教師集団の確立 (自 己点検と共同学習 )
④ 同禾ロカリキュラムの検討
② 教科指導の中における同和教育
修)健康教育の充実
② 体育技能の修練と保健活動の活発イヒ
④ 自律的な生活態度の育成
② 花とうた声のある学校



6職 員 一 覧 表
(4月 1日 現在)

番
号

一
１

L 氏 名
年十
△
「

本校
在職 担 任 校務 1翻 |~理

ご

~~蕩

:

1校長 金治 晴治 54 学 経 竜野・揖西

教頭 塩津  進 49 総務 竜野・誉田

1教語 山本 重信 46 5の 3 教務 理 竜野・揖西

猪沢 久夫 57 5の 2 騰 特活 御津・室ゴ
福田 節子 47 特  高 教務 特殊 1竜野・揖保
高瀬八重子 48 2の 2 庶務 道 揖保り||

〃 岩村喜代子 46 4の 3 教務 国 太子 0嶋

養教 小嶋 澄子 46 保給 保給 姫路・網干

教 諭 八瀬 典喜 5の 1 校 報 家 竜野・揖西
三浦 昭子 44 6の 1 販売 同和 竜野・誉田
大村 和子 44 特  低 家 教 算 竜野・揖西

匡 二_整
44 1の 1 R■A 図 竜野 0竜野

[二
IIEl_型

42 6の 2 備品 理 新宮・栗町

郡安 義之 6の 3 営繕 体 太子・ 太田

玉圏 泰之
馬場恵津子

岸本 泰子

36 専 社 太子・東出

38 3の 2 貯金 TV 揖保川
17 32 1の 3 R■A 立日 竜野・揖保
18 森崎 愛子 1の 2 図書 図書 竜野・揖西

谷郷 宣代 29 1の 4 学籍 統計 新宮 0上笹
20

21 〃  |

牛建 典子 25
23

4の 4 代行 保健 太子・太田
藤原 恵子

| 専 通 信 立
日 竜野・竜野

22 横田 紀子 23 4の 1 備晶 道 太子・糸井
23 平本 君枝 23 3の 3 庶 務 理 竜野・竜野
24 塩谷 紀子 23 3 13の 4 会 計 国 御津・黒崎
25 藤本 栄子 23 0 12の 3 消 耗 同和 新宮・千本
26 寺沢寿美子 23 013の 1 集 金 算 姫路・竪町
271 
笙 岡本和歌子 22 2 14の 2 消 耗 理 竜野・揖西

281 〃 志水 克子 22 l 12の 1 児会 理 山崎町
291主査 鳴津 教真 48 41事 管 事務 竜野・竜野
30上用務

|

青木美千子 41 21管 理 竜野 0揖西
311調 理 今井 文子 50 給  食 竜野・神岡
321 〃 八瀬 美代 48 竜野・揖西
331 〃 4.$ )t 7 tv 42 竜野・竜野
341 〃 頃安みさ子 45

351校区 井上 通夫 50 20 内  科
361 〃 田中 敬三

"|
39 内 科

37 山脇  章 可 20 耳  鼻
381 〃 西田 美秋

"|
歯 科 竜野・誉自

栗山 玉枝 49 眼 科 竜野・竜野
401薬剤 長野  斉 保  健
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編級学8

(5月 1日 現在)

V

表時校9

■0 校 全
目
配 置 図

自 転 事 置 場
  HＮ

～

ロ
ヨ劃

学 年 組 男 女 計 学 年 組 男 女 計
20

165

20

140
20 21 35
20 20 35
20 22 42 35
21 20

125

21 20

12342 20

42 21 20 41

l 35

143

45

13320 36 24 20 44
3 20 36 25 44

20 36
特
低 (⇒ ⑥ ⑦

(14)一呂 ④ ③ σ)

計 420 419 829

月 曜 日 ～ 金 曜 日 土 曜 目

予   鈴 8:25 予 鈴 1 8:25
職
一

朝 8:30- 8:40 職 朝 8:30- 8:40
児 朝 8:40- 8:45 1校 時 8三 40- 9:20
l校 時 8三 45′ ′ヽ 9:30 2 校 時 9:30～ lo:10
2 校 時 9:40-lo:25 3 校 時 10:20-11:00
業    間 10:25～ lo:45 4校 時 11:10～ 11三 50
3 校 時 10:45-11:30 終 ll:50-12:00
4校 時 11:35-12:15 整 理 12:00～ 12三 10
給 食 12:15～ 13:Oo 全 校 終 会 12:15
清 掃 13:20-13:40 月曜日・金曜日の午后
5校 時 13:45～ 14:25 清 掃 13:20-13:40
6 校 時 14:35-15:15 5 校 時 13:40-14三 25
終 15:15-15:30 終 14:25～ 14三 45
下 校 16三 30 6 校 時 14:50-15三 30

回
罐
趣
回
罐
鱚
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公開授業.二
昼 食

アトラクシ静t

2,公|=舞 .l授 業
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考零「理ξI丁1=書・ 一
　

　

）

丁夢i軍事ぼ
 

「
百下

″

轟 =万・丁薩≡
~再~

中校合 2

国 語 ■高やい石 の柱
■ 面 積  ‐

理 科 物 の あ た たま り方

Sつ :31本鮭 2 国 語 との 様 の茶 わ ん

ギ
~な
寸孫霧霧:瑳豪言 算 数

|

なかま あつめ ■

―裏■■― +‐暑1景■1-:一二

18

雲|ず

毒

挨  拶   小宅小学校長
全国バズ学習研究連絡会代表

祝  辞   龍野市教育委員会教育長   :
歓避め辞   塔ヽ宅小学校 F ll A会 長
研究経過報告 小宅繊 ―校 こ■ 豪
基本掟笑   /1■ :′ :ヽ ヤ11l fit i

質  費     :

事 言 「 慧
1蒔

丁

二

i二 丁 百

中 苓 重 信 124

指 導 者  :1頁 1‐

森 崎 愛 子 i30
谷 郷 宣 代 132

ア~「t~~三 I‐I~~
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特 高 南校合 2 国 語 l か,さ じぞ う 福 田・ 節 子 50,
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蘭 会

(" 祝 辞

色〕 歓迎の辞

抄挨

29日 '(金 )11120-12110

●rJげ

小宅 小学 校長   金治 購1治

全睡バズ学習研究連絡会代表 梶圏稲司先生

籠野市教育委員会教育長 鈴木武士先生

小宅小学校 PTA会 長 謙二

´
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全 体 討 議 慕攀11モ 土参
'9,10～ 101310

議会者 護菱‐市立趣難・小学校長 西に1三二先生

耽言者 名褻屋大学老〔育学課長 塩圏芳久先生

30日 (土 )101310～ 10;140

兵庫県教育委員会

轟

分科会か らの読轟ユt逢 と言彗
°
現
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名古屋大学教育学部長 塩圏芳久先生
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第 1学年  和醸学級

1ダ  単  元   か くれみσ〕

2,爾  隷

態度的 巨標

尋童 講 を 読む ことのお もしろさがわか りt

尋友 だ らの考 えを よ く鷲:い て、 自分の考 え

3,教 梅｀の とらえ方

お ばな し で きる子 に  させ たい。

認無 的 躍黎

o#iA"C, )L\{atlLsf:Lt* #LAi" -'.'.'j
o 3 Lffi t AHe ffiOt=:)rlf /Joi 6. ElvrS C t fi $t,r('Jr'6;

': ' ::'' 't'';

o{+lc €f'&Tbb ( to:trr. F&Fosb6 t c5& Ea
- 

'. tti'":'

L r6*.CI # r5 {c {y r3 6 1 f f' 6 ft rc ii ffilr+h lcf$? 5F*tf,r,:
5 3 te fr# Ut?( *j{l r& UaffiCIEffit N.{na*c 6 L618' 

:

Zo,R [i,(flAoJ H., dtbTUrt; fltrt,tTt'a44''T
f:-f e>r tt 6 6 fi.. ffiffilc H /\,la'mbttt.ffiol.u.{Lb ffi&.l&' 6 €}ie::' 

;'

やさしも`、読み物を■‐楽 :

も お:ま なしをする.●[

11■ ■■|

4‐ 指 導 計 L(9時 聰 )

第 1次  彦一 は な しを読 ん で  お もしろか つ た ところ を  1責 な しあい

第 2次  彦 上 の 行動 や  気持 らを 読 み と りま しよ う.   ……

第 3次  彦 ― li どんな子 か  |(主 な しあい ま しよ う.   ‐一一―・

第 4次  講後 の 感 患 を ま とめて菩 こ う。         一 一

碁,本 時 の 購様 (第 2次 第 4時 分 )

●み め σ〕買 を か らた につ けて、 す か たか み えな くな■=ニ サ
ー の行 義

華:

1■,11



1校 時
指導t者 和 千■′代

:

ごとに読 むこ

がこ で きるよ

るよ うに す る。

しえで読むも       :

でて きてい るが、 その異 味は 議分的なお もしろ さや

は  あま り難を :む けよ うとしない。

さし絵 のお もし

ることが、第一条件にあげられる。彦一の行動が 実に犠決である。

最轟である。お ,も しろい作轟を 楽しく読んで 音話の筋かはつきり

1時 鷲

4時 議

2時 難

2時 驚

表 現 に難 して

■バ
）　
　
　
　
Ｃ

で
　
るす

が
　
に

と
一　
ンリ

ギ
一一一
一一・一一一一一一一
一．一責
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．一番琴
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一〓
〓
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毒

い
　

と

〕春と一み
　
　
　
ｔ
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彗

案



6,学習課選  シーソーの上がつているほうを下げるになへ どう

7, 殿   発

|   ね  ら  もヽ    1    教  舞  鈴  発  穐. |二三二ilもl 上 教  舞  鈴 発  穐
三     |                |       ~~~~~

卜      IG謀 継を無 り下げ 4方法を考 |ヽ 1                1, 上かつているほうを下げるには、どうしたら

| 
える。           |  ょぃでしよう。 (予警 )

こ`   : l                           i
|

|

ザ ■     ＼   L
|

2, お もうの重さを変えて、下げてみましよう。
|●ぉ もりの菫さにょつて盤|き |

| が変わることを贅1る。   |
|

|            |
|            |
|            |
|              | 事, わかつた こ とをみえ な に発表 しよ う。 (爾失)
l                i

11'    I.  |
|

|

|

| 4,=~万 らiい シー ソーで下げ るには、どうした
|        |
|     |ら

よいで しよ う° 綺 警 〕

I                              I
I                              I  ヽ     1

1   、́´́ ´

1, 上かつているほうを下げるには、どうしたら

える。           |  ょぃでしょぅ。 (予警 )

|

|

1                         1                       ヽ    1

■ニ
|

こ :|

.‐  ‐  |⌒ “む、二__、 、、.‐― 115ヵ 離1の粘土でためして、さか らなかつた らたし■    lF_l位 證が変わるとお もりめ  | 
″ ~… …~｀ ~~~―

‐
―― ン~～ ‐

1 1ず 、.示_ゥ ン .サ 1年;V I てみよう。

i    i                                                     r

l:=|■   |・
‐
IⅢ Ⅲ・ 1‐      

・
  1 6'わかつたことをみんなに発表しよう。

|

|             (ま とめ ):

す姜ξ
=:=::  : |

|

■    1 |

1111:|■
|   |           _1

言詈三二:‐
‐
1::i1111

=,■
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の  活  動

ら・ない。

つ。 11

もて)と 鷹:い継三二豫
'し

ヽ

盤:

らよいだろ

0 おもりfのの菫さ 1こ よつて難:き が変が変
`|  
わることがわかったか。

らべて

○ 位貴が変わるとお もりの重さ
かわることがわかつたか。
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・
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1:■言 琴やゆみてを気Lり 、 どの親I土 を入れた ら:ょ いな | ○

考えるき

■|〇小 さな粘土

●:ёl英讐|な粘上| :
■■
.1 :|| ‐

轟土をめせてたしかめるご

ゃ,ゼ)事 な経±17・ ・聾かない。

○大きな経三,・・下がった。

6重 片方が長いシ‐ソ∵で 1ま ゝ

を 。

下げ る

●
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第 ?学年 志水学級

撃 元  ■ じろべぇ

菫 隷
認知的 目標

0や じろべえの立 ち方か ら

一方のお もりの菫さを

下方Iゞうお もりの位置を

態度鈎 顕榛

0や じろべ えが  つ り合つて立つ よ うに

・ 友 だ らの考 ぇを よ く費いて .自 分の考

料理

2:

ム
ロ
し〓語

　

（）′

で
　
る

プ
　
め

一　

深

ル
　
を

グ
　
，４

3, 教蔵 の と らえ方

これ までに

J■本教義 では、

EE r* i- j *ffi,it *, b , tEi r,r l: ;5*;E L- a & S

F L) 4 .{ fi-fi, {F* L-', r: q } ,fH *, rr rtr= f: 0 ? erytfr,*
_あ る .    ′

そこで、やじろべえを無ける条件を ,指先の筋肉感覚を通 lじ:て

4,指導計醜 (4時 幾 )
難 l次  やじろべえを立てるには どうすればょいだろう。
鉾 2次  よい しせいで立つ ゃ じるべえを作 ろう。
摯 轟次 大 きく響)れ て も な らないや じろべえを
雲 4次 |め ず らしい ゃじろべ ぇを作 ろう。

本時―の 最標 (舞 2次 〕

。轟 じ大 きさゝ重 さ昴お 墓り 31抵 を費って、 よ

購 す る。

0実験 を 臨力 して 手
｀
壕 よ くす るこ |

諷
）

学 習 指 導 :案



ヱ
Ｊ

一鬼水

1校 時
指ヽ導 者

:操 作鋳に定義づけできるよ ０
たせ

　

一

も
せ

プ
Ｌ

´
つ

と的斃係 を理

1籍 鷲  i

l時 匙

1時 難:

=時
滝

:

うずオ畷ごましヽか考え、させ、 りメ
む

求ル

」
★
Ｏ長σ

　

¨

で
　
・

ン
９

　

　

一

メ
　
　
　
　
一〓
■
　
一
●



６

　

　

７

学習課轟

展   開

お も りを 3欄 つ か う で よ く立つ や じ

ね 聞発

0 本時の課題 をつかませ るき

＼ヽ
饒

○  シー ソー の学音 を思い出
させ、先 r■経験:か ら鷲 えさ

せ る。

()お も与帥位鏡をかえるとつ

り合 うことに、気づかせる。

，よ
　
、

えべろいしやの
　

　

　

　

，つ

こ

　
　

　

　

も

まつすぐ立つだろうか。

1梅お もりを基、やす と どうだろ うふ

先生のは立たなかつたけど、どうした ら立つ

(予 鶴 〕|だろう。

2儀 と 1機のおもりを使つてゝまつすぐに立

つやじ′ろべえを 作ろう。       ・

ヽ

ど        「
うでの長 さ

お もい力
・
をみじかく

結果について考える。 (解決 )

○

ヽ
＼

―
轟
―ヂ

まつす ぐに立つやじろべ えをつ く

つ 。

み長)く /11ず鷲]ず
｀``砲乳ながく

る競争を:し よ

(ま とめ 〕

■韓

一　

　

一



盤i一■
．羹児

示範|のや1じ ろがえを見iて議轟をつかむむ

■||1左 右のお もさがちが ケか ら立たないニ

12,

○

03権のおもりをつかつて、まつ

すぐに立つやじるべぇが、つく

られているかさ    . |

① うで α)長 さを力>え る、こと :こ よ

つて、つ り合
‐うこと力ゞわ浄ゝ つ

∫こん卜.

・』
一一　
“一・

だ，′
　

　

　

　

，

■寿一つ
　
　
　
　
　
・・

ア
Ｌ
　

　

　

　

　

　

」

確トジを
　
　
　
・

匙
　
　
　
一・・

〓訳
　
　
　
　
・

①
′
時

　

　

　

一

不〇
一　
　
　
‘

■11機は1を めままにしそこ 2.ィ越め方
:を '上に

:あ げるといい
“

2人で,バ ズL/な が ら、まつす ぐに立つ、や じろ

うでの長 さを、考 えるとも` いん
lだね

l機の方は、うでを長くし
:、

おもり』

みじかぐする|と いも`スlだな基き ‐

ヽ

|::´
:::lllli‐

:|‐
.:´

:;′

11:|||キ

il‐

″・
11‐

～
l・

・
1::IⅢ

“～‐
1‐

‐
il(11)

軍
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1,

2,

第 2学年  藤 本学級 算 数 科 学 習 指 導 案ヽ

単  元  考 えま しよ う
目 操     :

教材 f)と らえ方

撃前テス ト6iD正登率

認知 的 目繰 :

0加 減 の順思考 と逆忠考、乗法 の j瞑思考 :と 加減 σ
~)逆
思考 とを 組

態 質的 躊標

e複 雑 な問題 も 積極的 に取 り組 み、思考力 を身 につ けるも
う友だ ちの話 をよく聞 き、 自分の考 え もはつ き り言 え,る ようtす

3,,

4〕

児童 は、具鉢:的 な義面が浮かばず、また数量詭の発係がつかめ

3要素 写段階の機 々思考の間題 は、教科書 (上 )で 、乗法 と加
では、逆思考 も取 り扱 い、思考力 壱高 ゅていきたい。そこで、テ

よ うに方向づ けたい。

指導計融 (6時 職 )
第 1次  加減的機思考 と
第 2次  加議 の腹思考 と
第 3次  乗法 の躾怒考 と

本時 ● 目標 (第 1次 第 1時 分 )
0た ずねている

。自分の考え'と t

こ と を見 つ け るた わ に、

友だ ちの考 え と比較 しt

旗法の逆思考の問題を考えよ

準難響i逆尋考の間違を考えよ

加減の逆思考の問題を考えよ

,ご

り 。

,。

5,

加法の1褻患考と 旗 法 の逆 患考 の間題 ６

一

１濃法 の機患考 と 猿法 の遊悪考 の識題

乗法の概悪考 と 減 法 の逆 思 考 σ〕:職 匙 88%、



1校時

指導 者 マす栄
・五
長

藤

段階 の問題 が
３た

．

ヽ
　

せ，お△口 要素 2 、摯 けるよ うに す る。

で、 か け算の適用 をかねて取

せ、、商選 に対す る抵抗 を少 な く

り扱 って きた。本単九 ‐

し、 合理的 に解決 する・ ´

2時 騰

2時 殴

2時 間

え解決し
。ていく

る 。

|こ く  い 。

と



学習 課題  たず ねてい ることを てヽ

・

つ鋳をプ一一一ア
一紙 し らべ ま:

６

　

　

　

７
猟展

○遜意 をつかむ。

○図を作 り、見つけ鐘すぃ

○確かめるc

○類骸1問遇が解ける.

○ちがいをさぐるハ

軸 発 ‐闘

1,OP52の C)の費題で、わかっても〕る|こ と■
ねていることに、線をじ:き ながら読みましよ

教ね    ら

(個人一―ニグルー プ ー→全体 )

2, 紅.テ ー プを使つて、考えましよう。

。自分の考えと友だちの考えと比べてみましよ

,c

(グル∵プ__T■ 全体〕‐

3,②の輩毒を読んで、図に書いてみましよう¢

(軸人一―)グ ルー プ )

4,Oめ甦趣とC)ぬ驚避のちがぅところをみつ
ilま しようぐ

(グルー プ〕

=ず
つ。

IITi

豪
蒙
蒙
一蒙
蒙
摯
一一藝
一≡
蓑
曇
一棄≧
一一〓〓〓一一菱
一一一一一一嚢
〓
蒙
華
藝
一〓
〓
一■
・義
一一一一一一・一一一一一一一一襲
蒙
一一一〓
一一〓
一一一一■
≧
贄



二11お墓:ちを'Iヽ込こI二 三二二∵線、たずねてぃること

O正 しもヽ内容に練か暮iけ たか

◎敬意 をつかんだか。

○図が作成で きたか。

○彙分の薦えど友たち命考えを比

軸で きたか。

○類似疑題が綺けたか。

①ちがいか見つけ られたか。

お.基基墓墓釘壌Lゝ二基ち
人

一ヽ一（・一
・́
一」

).:。

児 童 の 活 動

ltlll琴:111つ 'た
.か

拳し碁ぅこ
10グ

'レ

■プ■考えを11■話し合う⌒

liCを1妻れで、:①と向じょぅた山を轟る。

4,0と②脅彙べて1ちがぅところを話し合ら。

,1 次≒の課題を気iる。



１

　

　

２

準  元   紙玉 でつぼ う
日 穣
謙知 鋳 霊標

o hftF.-Tr{} a -e'wlD c D 6rtt:€fitc fiefifia-t: t * orffir
' ' 

..,. l-. :i

fu t,fiEu> 6rlt:Hfr,f; 6 & tc 6 e 4 i t v ai:n{*, sc E l
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わ けを探 究i的 に とらえさせ る教:材 であ るG

｝．
　
´
　
　
　
，
ハ
４
み 指 導 計醜

第 1次

第 2次

第 3次

第 4次

第 5次

・

こ

　

　

　

　

一

　

´

，
一

　

．

こ

　

ヽ
　

一

ぶ飛
　
ｏ
　

一

の
　
る

一土
　
め

紙

葬

で
　
を

し
　
卜ぇ

押̈

考

を
　
の

玉

り

一尉

と

一か
　
ひ

気

り

・空

と

た
　
ひ

れ
　
ヽ

ら
　
で

め
　
っ

権

ょ

し
　
に
辞．静

一主
　
し

後

一語

０

　
　

。

(C時 議 )
よ く飛 ぶ 紙玉 でつ ぼ うを作 ろ う。
・
紙玉 を遠 くへ飛 ばすには、 ど うすね′はよいだろ うから「

後 玉 を押 してい るの に、 読玉
:力 なヽせ 飛 ぶの だ ろ うか。らltt

空 気 を 1準 し縮 め る と、 ど うな るの|だ ろ うか t‐ ――∵‐ …1‐

紙 玉 でつ ぱ うの飛 ぶわ け をま とめ よ う。.____::‐ :三

第 3学 年  馬易学級   理  科  学  音 指  華: 英



1校 時

指導 者 場 患 津 子馬

こと

とも

澪
》
、

とに

識 を水中で集めることか ら空気には

もどろうとして織1玉 でつぼうσ)飛 ぶ

1時 為

1時 難

1時 疑

2時 鶏

1時 議



6,学 習課遍

7,展   開

紙玉で つぼ うの後玉 を持 してい るの

O 細t玉 で つ`ぼうの共ぶわけ

の予磐 をたて訣き をつか む。
|

○穴あき紙玉でつぼぅを盗入

し空気の存在に気づく。

ё空気あ存左を魂権にするた

め水の「1■ で ぅつ。

○ゆつ くりうつて空気の結む

様子 を懇察する。

紙玉でつほ うはなぜ巽ミぶ的で しよ うよ

■
・　
０
・
一

ｉｔ磨
―

●
せな
一
はのす出び

一爵カ玉
ヽ
一

題茨ヽ
じで幸豫一赴の

一各円が
玉後

〔モデル紙玉でもぼう )

r‐=髪 |―― )II I‐1%IF

）
　

　

・

後 玉 頭:玉

穴あ基

3,筆玉と言1玉貌〕穐に空気がある
"は
、

わかるだろう。 モ解決 )

4,ゆ つくりうつて中の空気がどぅなるか識べよ

とめよう。 (ま一留けわぶ一熱彗いうノ
ぎつです一ふ紙

教   錘 の   発   識



二塁琵

111‐≒
=で
|つ―はうの飛ぶわけを考え

|■ ||1響喜か雫手を警す。

||||||つ や力鳩ず
||:|■

=気

め力で桑ぶ
‐
■1 1:‐

■ .|■ || ‐

lfllrャを昇て|■竿言|に注事し

111f:千1:脅 1壽 :つてみる。

11111111途 1春玉ふ柔んでし

■|:OI熟ホいと条1まな。ヽのがあるよ

■|||や 1‐ ■ヽてでる。
:|:i=‐  |‐  |           :

:■ 1・ .1‐  | |・ |    
′  |

‐後玉と離玉の角 1を空気がぁるこ璃ま、どぅ らわ

かるか考 える。

1後|=を おすと中の空気がら

おしちち

○ 先行経験を義侵して予警

蛉ふた
゛
(ら 孝こたかぃ

○モデルを見て紙玉の飛ぷゎ

け i奪 つし`て疑:間 を持つたか。

各穴あ縁紙玉で■ぼ うで空気

翁存在に気 Tがいたか。

○ゆマくりうっことで空気

就職 |し 結められたことヵゞ

わかつたか。

る c

なが ら透晩紙玉でつ

ま うのか な。

穴のみいたのは空気

め

　

，

）■

一
　

・５
1紙玉でつ:まう の飛ぶのは、

ゆ
'「

菫亀
=を
持すのだなあ。

1 5   -



1,

2,

第 3学 年  塩 谷 学 級 墨 l・議

態 受鈎 肇様

参人物 や動物 の行蒙:、 心 3蒲 脅読み とり、 自
:分
と比べ て感 1態|を1轟||

3:友だらの考えをよく費き、自分鉾考えをしつか,講
「

11■‐■

教秘 の とらえ方       1  ・ :

三年生 の
｀
子 どもた らの読 書 |へ ,興 味なtさ ま ざまで 暴 リ ー1多1轟|:

、       
・、  |■ 11

なごく:_深 く量かな読み とりがで―きにくいら       ‐ ■:■ ■

ちようどこの教梅では、登場人物の1か構が隷かく表現ぎれ|て|お|

そこでt「悪い秀だ。」「えらい農た理 という表肇鋳:な 読み―で|な:|
批:当鋳二共慾的な読書力を養t｀主体的な読みへの態費を二身|:||つ|

本時の最標

0 秀の
=湯
にた
:づ
て、
i終
集 と宝物 tと 、、|:ど・らi

様 友だらの、見を、拳分ち意見と

3,

よ

　

　

の
　
け

　

一

て
　
し

一様

一わ
　

。

た
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玉

一た
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一争
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・
〓
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男

だ

し

・計

ら

や

ヽ
表

苦

し

か

を

発

セ
．
を
　
し
　
だ
一　
ヽ

⇒
　
で

旬
　
ヽ

ふヽ
　
て

議

ん

講

に

て

い

時
　
・翼
　
　
ル
」
Ｗ
一　
書

１

を

や

ご

い
一
を

１
　
）又
　
子
　
一錢
　
事彗
．想

く

全

文

場

新

一懸

曲

次

次

次

　

一次

一討

１

２

３

　

ξ

導
　
一端

凛
　
拠
　
　
筆

誌４

5,

るか まま う1気 :



1校 時

指 導t者

示 して いる。 しか しまだまだ
°
浅 い読 み と りしかで き

塞′分 の気持 ち と比べ て読 み と りゃず い .

「 畿分ならどうするJと 、常に問いかけ、

手
“

「
】
場

る
心
綸

12′時 難

1時 餞1

5時職

3時 贄

文中 よ 管 、 見 つ iす る。

り、構政が巧みであるので、児童は、

く、人物の言菫:や 、‐考え方に対 し、

:す させたしヽ。

琴
■
■

持 ちをも

-    1 6



を違´ 学習課題

7, 展 開

○謙通命確認をす る。

○約束を破ったゎけを、文中

よりみつける。

○男ぬ気 もちを文導1よ りつか

み、、その |う つ もかわ りを考

える。

○ 自分 と比べて考え る。

「かたいやくそくJ じ:た 男は、それからギう|

自再i

「 かたいやくそくJ:よ 、

なぜ男は t や くそくをゝ

轟分が勇だつた らど ぅか。

の

′４

ね  ら  い 教

を、考えてみま しよ う。 どんな ことばでわかるか本で

議轟べ なさいむ

5。 まと路読みをしましよう。

〔イ隆   :人 )
・
 |

(グノレーー・プ )

こ基1鼻 〕



・ 男がやぶつ:た

こ男がわすれた

0■ 1場専を、読んで考える。 ○ 進スノで学登1で きているれ

○自:分の考えを進んで、発表
し、友だち戯ン考えをしつか
ら驚くことができたか。

五色のしかをさかし出した者に1二、ほ

うびとして金や銀の宝物を与貧_′るょ

‐ をみたか

0‐金や銀がほ

ら

し11か ら

考
カすわた

´
つ
　
　
。

．̈
　

破
　
か

を
　
た

一鷺
　
れ

・
絶

ら

０
　
一

え

・

考

●

，Юち

一

も矢の一男○

■li訂誓:耐: :F継ふ
1lJT11 1二ニニ軍lII耳干Eンアずよ

じ

■ |■
!ぅ
と1黎遍 |‐=             う申 しあげます。

||||‐ |‐
111‐  ↓ :｀
               V                  _

やつば り宝が ほ:し んヽ 一→人為の心   1

む読てえ
．

´
考

¨

一
をらも

一気
　
・

一■
の

一一

■
現
■
●
一・

・
宝 を思 う心

==.=:111:|:11

1■

=:

寧 ヽ

/

動活

一．一一一一一一一「一「

■
一
―‐‥―――
一■
「

l

一
一一
・
一一．．
．．．・
一一・一一・一一一
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裏
一一豪
〓
〓
一桑
〓
〓
一一・・・一一．■
一一一一彗
一一〓
豪
一暮
一一一一一■
一一一一■
一■
一一一■
〓
■
一■
一一・二
〓
〓
■
一■
一■
一一■
〓
〓
一・一一〓一≡
〓

今 まで学習 した『 、録 t t、 解、議
`な
ど重 き長 さ

れ に グとん『
σ〕襲係、たガと もの羹銀 を正 しくとらえて

鶴 4次  会式 を鈍つて長 方形 や正 方形の強積 を求
第 3次  広 い土地 紗唖 積 を求 路よ う。 |_____
第 6次  ふ く習 を しよ う。 … …■ 1■ :、 __1.:_::.■ ■

本時の 興縁  t第 2次 第 1時 分 )      _1

単

目

１

　

　

２

蒙 t

舞 4学年 検 日学級 算 数 科 学 習 指
1導

元   面 積
縁  :             i    ・   ■ ‐ ‐■ :

誌知 的 目標                  :1 1‐ ■
|「

:

0面積 の概念 を暁 らか に し、融積 σ〕単位 iむれ 1綾 |お よ:ひ

第 3次  すな場 の通1積 を求 めよ う。 i_____‐ 一 一



1校時

指 導 者 横

・
こ とがで きる よ うにす る。

子
弱
』
ま
不轟

1時 鶏

1時 職

1翼キ懸

1醤寺鶴

2時 職

.2時 鶴

とが多 い。 そ

準 に会式 だ

s:t* ffi= { {* 1.. 4 6

,##.ga'fr &, t. j tl x 3

rygr, i,Fs#-e#B
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ノ
ヽ壺
請
を

Ｇ
形
一
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らかどれだけ広いだろうこ学習課題 ど ち
８

）

艶震7,

穐の教らね し́`  、

尋
婁:隷

⑫異昧づけをす る。

○面積の単位

1痛 を知る

○濃積を求める。

ちらんユニぃでしよう。

カーード勢醗積なれ赫でしよう。

:や↓011‐
(グルニ プ )

=基

主:基::|

3。上 の

4,面積が 8θ爵傷猟 J移 を、 まふ　
ン

　

Ｄ

み
　
人

　

体

て
　
一
‐
↓

い
　
撫
・

全

圭
鯉　
く

　

て

TI)に

く。

0学 務を確かめる。

発

一 二   1 1



児   童

長方形の方が広いだろ

上方形の方が広しヽだろ

熱

装ヽ方を考ぇる。

.し

票ねてみる。

L伊1つ てみるょ

Ъもとになるものがいる。

.万馨紅:で 1熱ヽてみるよ

1■  著彩讐方が1こ分広い。
・::響位11醐め読み方、書|き 乃

‐
を知る。

面積を求める。

0興 味を持うで学 習

してい るか、

○自分で比べ ているカ

Oθ澤が正し

るか。

く読め書 i

G図 形が書けたか。

○確かめができナ1かさ

つ cヽ

つ。

■書、ヽた単をonPで発表する。1

1峰轟:した|こ とを確かめ缶

■み時中学務課匙を知名

一評

十
二
一　

・ｔ
魂



性の一農
【
い言同
　

　

標一難鋳

元

標

知認

単

昌

１

　

　

２

第 4学年  岩穐学級 饉 語 科 学 習

O登場人物や作者の考え方を読みとり、人鶴こして,ダ⊃糞き薄:に|
0表現に難して、場酷やその情景を悪■えか「|く |よ うにするよ■■

1      ■ 1 1      11‐  |

態度鋳 量標             ― ‐ ― ‐ =  
・ |

F読 み とつた ことにつ いての友だちの1懸｀態:や1意 1昆を羹 きtが |11‐ |
ゃ友だらの考 えと比べなか ら、自分の考 えを詰そ う.と するこ|||■

教材 の と・らえ方

児童 は、い ろい ろな読み物 を読んで、作 中の本物っ 言動に対し
｀

る程費 の理解 はで きるよ うになつて きてい る。  |   . |
本教贅 にっ いての事前 テス トの結果では、 入物|―の性格 のア ウ ト ,

指導 に当っては、 人物 の言動 の裏 にある もiσ)の 考え方1に つ いて深 l

を読み とるこ とに よつて、人 洩 としての生 き方:を考 え させ るのに i

3,

指導計趣  (.10時 養 )
第 1次

第 2次

舞 3次

鶴 5次

本時の目標  t第 2次鎮 4時 分 )
0石 屋 の言動か ら考え方を読:み と

0自 分の考えをしつか り:持っ て、

4:

全 体 の計画 をた て る。

王様、家来、石屋は どんな―人だ ろ う。

作者のいいたいことは健だろう。

他 の作 品 も読 も う。

5。

奪
1■ |

舞
訂
狂
舞
ヽ
卜
義
ン
汗
狂
藁
狂
〓
聾
卜狂
一一」一一」ト



｀ 1校 時

指 導 者

に す る。

の受 け取 り方 の ちが い につ いて考 え よ うとす る。

で,意 1見 や感怒 :を持 つ よ うになつて き

,|イ||ン はとらえて、ヽるが、そのとら

か11さ |ゞ t恐態を持つようにさせたい
まま1好適|で あると思われる。

ている。また、作者の意図について も、 あ

え方に一方的な鐘向がみ られる。そこで、

。 また、 6. 7の 文 については作者の考え

1時 驚

4:時 鶴

2時 塾l

l鋳 :職

2,時 轟

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

　

一
・

　

一

　

一
　

　

一

一

　

　

　

・

　

　

一
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・

しての生 き方 につ いて考 え る。と鷲人

一
。

ヽ
　

る

い
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と
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し
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学習課 融 石 屋 は ”９
■　
．

う
一

●

だ
■

一̈

人な
　
　
・

んど

夢甕展

６

　

　

７

教 一発勢

.19捗琴‐や特界から気持ちを考ヽえ
‐ るよ:::i:

○石屋の考えや行動につぃで感

撻を持つ。      11

○学習の整理

0発

4,こ 61D時鶴の学音をま

○石屋の人疑を文表現か らみ

つける。

茸
茸

:|●1■|||:|1111111

曝されようとしために、下へお
,|:｀|1彙|1篭 |

つて家へ帰つた石農についてどう警ll手 111→||111111

一
　

一



:::■:|=11・ :′
lill

:i11摯肇撃.す :言 肇華れ
―で=篠
趣1ま
'ど

―
んな人`だ i

■|と :患きが春.それが文のどこでわかるか調べる。

|

寺

`○  じつと考 えこんだ。

lζ ?キ :「貫争.↓

ⅢIIす●1‐
○ 手を取 りあつて家へぃ

石屋の気持ちを―考え|るよ‐ ●
: イ111■ l

O だまされたな。        1プ
Cl なぜ殺され r‐3の だろうな

○ 高い聰
‐
の柱 4‐p作 いであげたの tl、 王様

は何をしていfる のか。

自
:受

)θ3感査野を書 く。

しかえしをしない人だ。
「
本当にこんな気になるだろうかl
●11 '■ 1‐ 1■■ i:  ′  `
|おちついていてよかつた。

板書を見ながらまとめる、

○次時の学奮謙趣を知 る。

えて儀人悪考がで

:  こ:、

自分の考えと友だちの考えを比

較しながら話`し合し`に参加し́たか
i  =::  :   こ:

○ 石屋の、持ち1こついて深められ
たか。_   、

○ 石屋総生き方 :こ ついて考える

ことがで きたか.

○ 初めの考えと比べて自己評曇:

す る。

さ
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１
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現
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第 5学 年

単 元 |

運 隷
認知 鏡l藝 縁

0平行四選形、書幾、
1か

=彩
の面積:あ

1豪 1謬
:がを:毒 え:を れを||ム ||

0公 式を雇いて、面積を求めることがで,き ,る ようにするこ■||

態費的 轟隷

`墨
:式 を作り韓すまで:■過程を轟‐難1的:tご進求|

■曇1‐農‐擁‐的に鳩 :々め
1考 みを拡げt,友∫ギちと機お,レ

法で理形を求,積 .し ,て :き てお り |ヽ:面積崚二定についての理解は,応深

す る時、長 さを翼」つて藤:積 を計算で求 |めれはいいと安易に考えて
′

な .し 1`児童が1目 立つて多い .

かか る点を充分考慮 して、最 も:合理的な求穣方議 を生み麓させ

平衛遷辺形の農積の暮■方
:ャ
|た え事う● ・:1・ 1■「■||:

.台影‐■面:i積 を求める
:量義を11ない:ぅ 挙行ょ|||::■■

ひし形の面積σ〕求め方t考 えよう。学警脅尋け菫多 |

5. 本時 σ〕目標  (第 2次第 1時分 〕

‐6 方:簸:紙,上 |:こかかすした台形で、い ,夕いろな方毒r霧 |くも:合

鱒 曲分の考えを進んでσ)が、他の意見も求めて互い!1拳‐

一一・・一一一一一一一・一一一・一礁
．一一一一一・・・・一一一一一一・・一一一． 一一一一一一一一一・・一一一一一・一一一一・・一一一一一

Ｉ
習

一
　
■
●
一

学
　
　
　
　
一

一科
一一醸
一

・難
　
・一脚
一

・算
　
　
・出
．

■
形
一

．　・・　ム園
一

平行 暴違 摯、

整沢学級

■■

　
　
金
‘

3:

4,指 導 計 画

第 二次

第 12次

・‐鉾 3:次

(3時 費 )



夫

一

久沢
　
・

猛

一

時

者

校

導

一

１

発

とめ る。

'こ

窯||あ
:よ

うとする。                             お

■ |:|II:‐ 11          : 、f

争|1曝事蓮角三角形を組み合わせ
iる
。三角形を分議する二等積変形す るなどの方

事|,1下 .し る`と考 え られる。 しか し横々に入つて、本学級の実態をつぶさに機察

そ
―
:■11接底に、単位面積が tヽ

'く'う 並ぶか とい う演」定の もとσ〕意味が理解 されてい

、それか公式化 されていくよぅ、 この点に特 に重点 をおいて指導 してい きたいこ

壺    ,

し て、 台 形 の 求 積 公 式 を見 つ け

す る。

1時 幾

1時 鶴、

1時 間

る 。

2  2

あお うと

と

一
の
■

一恣

・

●
な
一



6 学習課題

7 展   開

台形の面積 を求 める公式 を考 えよ う。 1

ね

本 時 学 習 のね らぃを知 る。

それぞれ総能力 に応 じて、既

習の知識 を うま ぐ出させて、考

える。

鍾露

きようの課1進:を確認させ るさ

4,こ とばの式で表わしてみましよ
:(

季,公式を使つて醜検を求めなみよ

教

○
　
　
○

・
一́

　

　

，
一

○よ りよい求積方法を知る。

○求積の公式がわかる。

○公式をつかつて求嶺する。

ヂ = i,「 :

墓.次 時学習課趣の予告



本時

方難

考 え

○二

○ 三

零つの台形にする。

求積方法を話.しぁいなもと:あやすし癖を
三」,lilっ iす るふ |

とばの式で表わしてみ

機め基形1遮 、たしがめてみる。

○ 意等:的 にとりくんだか。

分書む、変形、合岡などいるい

ろな方法が考えられているか。
`

○進スノで 自分の考 えを述べ t豫 め

たか。
.    :

oよ りよい力l法かゎかつたか。

○ もつとやりたい気持ちがあるか。

○

力め求の積

―

・
　
　
一自

ｃ

）会

　

　

の

　

　

　

　

ｃ
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第 5学 筆 選 科 学 習 鶴
‐
導‐

単
　
剛

１

　

　

，
螂

疵I本 学級

蔦

標

物 曇 あた た ま り方

講知 的 轟標

温度及 ぶ量曇異なる

金風の■端 を襲めた

0金 晨 、 水、空 気 でな、

0金属が熱せ られた とき、

態 度的 目藤

0課題 と生活経験 を費連づ けて考察 をす る.c′

0友 た らの意見 をよく輩 き、正 しい点 を取 り

４
も

　

井
」

０

　

一
Ｇ

3,

4,

氏

け

り

舎 。

1■轟

一
島一一‐■．一三
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1校時    ∵

指 導 者    曲

:鷲
1察|す.る 。・  :―

|す
.撼
|こ とを理解する。

気 づ く。

す るこ

,る こ

てい る。 角

り

しか し、児童 の認識率 は、熱 と温度の巽係、 10%、 金属の移動 宅

:|■1嫁1菫 0%、 したかつて温 度変化 翁濠難で あ る熱:σ〕移動 につ いては、 は
警 き

it■
‐
11‐ ||■ 1

111「 111.::111111■

,「
11111. :11  .11                  :

lそ|■‐1こ―どもなうぼう張t収:縮 など熱エネルギーに対する初歩島な認識を持たせ
111111:|■

藁轟1盤.し て目標の達成をはかりたい。

1時 難:

1時 議

2時 鶴
・ 2時 鶴

拿時 甦

l, . .

一言

■



６

　

　

・

７

学 務課 轟1  水 か熱 せ られ て毅 め らだ
´
貫了る と、

最   難

○考 えるとと もに、意見 をよく鷲 く。

○条件を統一す る。

6温水:ま冷水より軽いことを知る。

○温水は冷水の中で二上によること

を知 る。          1 1

○ 難流 を理解す る。

2, 下 量の

(赤軽ヽ水〕

3,水 を下か ら熱すると、

ろう。

4,次 は空気の最ま り方だね゛

な
　
　
亀７１
一．

Ｊ

水

Ｃ
　
５

い

５

　
１

一募

闘発
Ｐ
なね い

教   舞

水を下か ら熱すると、

ろう。

o肇 さを比べるには、

○実験して確かめよう。    |

〇どんなことがわか りましたか。.

|(イ猿 1 人lo

乃 l‐プ

全 :体



‐■き:  1 温  9

1 1 60C

1本時のまとめをす る。

ほ う張す る

:上方に移動す る。

?方法を考え魯

てんびん

水の量

.軽
くなる

○温、水 1ま 冷水より軽いことを

理解で きたか。

①温水 1ま上に上ることを理解

で きたかさ

○索t ぼ う張  軽

上昇が理解できたか。
駐まる

○仮説がたて られたか。 ・
ザ

ヽ
奪

バ
■
一■
■
．ず
ｔ
「
一．

‐2 5  -一



1,単

2,  議

第 6学年   郡安 学級 ' 轟 語  科

元   との様の栞 わえ/

標

li l i  ■       | ‐1 1ヽ 11 , 1111111tll「

o物語 を読み、 その忌懇 を

態 度的 目縁

0読 書 して、 自、分 の考 え方

0自 分 の意見 と比べ なか ら

3, 教材 の とらえ万

つか わるよ うになつ た。

′
児童 は推理層壊 か ら文学的な読み物 にか わ 0雫 1声 ||||1肇

「 と
Iの

様の茶わんJを通

かかわる人の心のあり方を

い ろい ろな本 を読 んで 自

4,指 導計画 (10時 間 )

第 1次   全文 を読み作者 が
‐

学習計塾 を立 て る (

第 2次   との様 と とう器鍮

第 3次   感想文 を書 きお
=t

第 4次   他 σ〕作 品にっいて

5∴ 本時 J〕 漂標 t第 2次 第 1時 分

o との様 と権名な とう恭舞 :

3  肇:分 〔:卜 11_三 |」 と舞:べ なか ら

学  習  指



1校時
・
指導者

:a */:, E.t.-. : +art:w) ciTf,ia*Iihi{, l'.4:0;irtjfu:t:flt b#*oi.ifi 4;

,l

tb= f:.rt'lx e e 5-d-. H:i,/r?;rthfir b r:f 3 5.l , € * l: L''"
,:

2 E-+ l?n

..:

4 ri+ fti
o trt Hia4 lsj.j

2 Elfd.1...--.... ..

主選 を約確 に読み とるよ うに す る (二″

郡 =安 1義  之

電

逮鋒 にま とめ、

):よ うとす る。

幸

12 導   一



16:
4藤♂
r‐
.' 学習課題

展

う器無が ど J〕 よ う

7

C 学習課題 をつか む。

○ 中心となる事極をとらえる。

○ 物語 倦中 1かが どこにあてはま

るかをおさえてそ・れ ぞ́れ dD隣 係

づけでま とめる。

○  まとめた ことを発表 した しか

める。

○ 議長絶みにか きこむ。

農菫:  勢  発

きよう倦課題は負:で すかさ

| この様と有堪なと
!

― 卜にかきましよう 。 |111111=ニ

(個 人 )

(グ

全  体 )

学警 Jい まとめをしよ う。

4,本 時各及犠 なしよ う。

ね

プ

―
―
―
卜
を

レ一
―
―
ト
ー
‐↓

との様 と有盛 な



二塁

つた ことをプー トに書 き話 し

と総様鈴生活 ___二 _

○ 物語の中心 と

たかc

なる事柄がつかめ

○ 課趣にそつて話 し合いが舞 まつ

たか。         /

○ 自分の意見 と比べなが ら職 くこ

とができた力、

○ 自己評価、グループ評燃:が

で きたか。

添

蒙鍵の確認をす る。

|あ る務に

重峯毅とう為鋒>

それから

:表絶み 1こ まとめる

1自1己詳軸 グループ評経

「一一「「「「「一一一「．一一

動

プ

普 ・

可
「
―
‐‥‥―
■
■
・「

馨や|,た |か二

|=1馨|,|ヽ しヽ,言、■等
●1'す手1茶:わんなわずらわしい生活

|ミ||::|■―i t百警警警
秦■1手1纂われめ生活
|:=■■幾義心: 真心



1。 2. 3宇年 大梅学級       算 数 科 ‐学 |

摯   元   なん二ま 麦)つ め

2,錯  ヽ 藻

認気1鋳 熟標

o 2種 類 以上 の集合づ ‐

l    o 鐘彩 にま どわ されず

態 霊持 理榛

● い ろいうな もσ〕σ,幸 :

e 気 お くれせず、議すe   ,■
=〕
、 4L…T_9 、 ■= シ ―` ← だ

 ́t ご 7.ジ {去  ノ I｀ フ ・い′0

3,碁 .材
"と
らえ方

実態
|_■__二_L■__三1_三二l=_二 _二宝■_二
覇丁
~¥丁~T~~「
竃
~~1~1妥
可
~~≡
下
~「

丁「憂

F.U

he II

鍵:.事

壼 .N

1    ‐‐

、 織念 を義確化 させ てい きた い。

_指導 計甦i t4時 轟 )
隻11次  い ろい ろな もの の  な :

第 2次  形 に よつ て な か ま 轟｀

鷲1時 の 塾標  t第 2次 第 lL■ 分 )
0壼 議 的 に、 意 の差異 を貴」つ け

‐

|
■1■||11■4

一蝿

Ｖ
ユ

4,

”
秘

2｀ 1女 |

4露 尋̂ 2 :■難懇を集めてい

め
島 玄 66

:摯
.響

2   1:賓 32 参量導
i:

2 1男 82 3.‐ 6‐

8 1女 ё 管 7.1 いろいろな観点カ

類揮Lしても、理ゴ3 1女 85 3.0,



1検 時

据導 者 子暮纂

り轟せる海ヽ 1 しないこ

その最菫づけがこ発表 しにくい。

こで、児童

認識 を深 め

讐

導  案
‐大  耗.

ならカ・ゎらカ一琴・遼
一

纂 ″る一のカ
一
ル
」

・
こ〕る

―
な

111‐ 少し轟難である。
■■■
=す
TT~~~~丁~~~~

'‐

ら、集合づくりをすることが、轟難である。

3時 議
3時 難

)

ヽ 28 -



6,

o大 き

魯わ 寿ゝ

展

暮、色 彩 に斃係 な く、

らない こ とは進 ん で、

菱

辺や頂点に観点をむけ、なかま■つと

友だちや 先生に尋ねて、集中し―■え

△ □口0に わける。

1 ■児より、各自の J述ゝを

3,三角と四角暉

ね ら 3
学習課匙

o色 に関係な く形を選ぶ

○しかくの用語を知る 綺

○選 、頂点の用語 を知 る。

′:(B4C)

○三角形、騨角形 の 概 念 を

ま と め る。 (BtC)

C空間に対する知覚 を練る。

(A〕

・△.□轟○?雑に入れる。
(極 人 )

→みくらべる (グ |ジレ‐-4プ )

4,同じ色勢織へ入れましよう。

。赤 、黄、青ミ緑:の 色がけ―を
・する。  う

・́ みくらべ る。 (グルー プ )

色板を見て書 く。

どれかよいか見せ合うよ

(グルー プ )

う
・　
・ヽ
・・一一一・・・・̈
・一一一一

しまき書

・
を移の艶△

△

。わけ を議す

△□隧 ＼ i

。たしかめ合

5,ひ ごで盗
みましよう

同 じ形の無へ入れましよう。

こ勢形は、なん といけますかむ

こ∠玉・江1・ 回 1 0の名議

。長 さ、角α

、みせあ L｀



基議脅本で調べる。 モグループ )

3つ のなかまにわ寺づ'ま しよ

象 しているか。

● 形に葬bて絶違点がわ
かつたか。

○友 だらなたしかめあつた

か 。
●

●辺の長 さ、角鎖〕大きさに鍛

○集中してなかまづく

きたか。
次は、ふオ
"の
なかまに分けよ

ｔ
Ｆ
）
　

　

フ
奪

　

．　
ヽ

二
1 :こ オ♪:す み 評

‐△ ム 温、

・見くしべ 魯   〔グループ〕

14‐
ひごF同 じ三島形を警り手し季1曇

∩
）

体 〕

，４
メ

・

よ
Ｌヽ）・）（一

鵞

|を ξ舞つ

▲

`ゝ
_にれする

,なぅ)ま|:=わ tナ



１

　

　

２

十

一
　

カ

を

♪
　
　
轟

議

・
何
　
　
が

の

方

蒜
　
キ
　
一標

な
　
ら

え

轟

純

露

ん

だ

ら

的

Ｃ

的

み

友

と

元

標

知

ｏ

度

ｏ

①

の

一謝

　

轟

　

材

準
　
轟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教

1学年   森崎学級

蛉いい lt緯

t偽 十耗 )+t鍵
｀
十 》

t彙 十純 )T(笥 十 )

t鑓 +擁 )で 隷 り上 か り 下

して課題 に取 りくみ、 最適 な

よ く難 き、 自分 の考 え もはつ

匙 〔肇前 テス ト )

企
６

醜
同

99%

4,

）む

|=.

本華舞は経 善勢 豪 十何 )十 七証 )、 ニ ニ ,三 |■ 轟 :
そし,て、模塾のお金や数え棒 を負 つて技油数 |を 分解 しな t｀ で議‐数1彎li

第,1次   L方 寅 うと、 なん 発 で しよ う。 _.

第 2次  どち らが、 な ん 縄島 け で しよ う。 ^i´

第 3次  式 を書 いて、文章題 を解 きま しよ う。



2検議

指導者 、

うに
′
し、 それを_遍 驚する費・題が解けるよっ :こ ‐す る。

題 C肇 前 テ ス ト

t縄 十 f霧 )十 (何 +何 ) 35%

25%

1轟 計算か基縫 にな つてい るので、先行経験 よ りしか たをみつ けさせたい→

1つ 年 を||ま
―
ず処理 し、 次 に下 の位 を処理す る算法 をし夕か りと身 にっ けるよ う

100                 ,

:け 出 す 。

3 0  -T^

平
・

愛海
「

一森

プ

一率答覆

2時 間            t
2時 鷲

1時甦

〔鐘 +箱 〕∵ (飼 十偽 〕
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6中 学 習課題 ょ う !量う か うと なんえんで しょ｀

亀 展

ね  ら  い    1    教  無  の  発  難
l

:|[~』』曇』1の爾 |
|―

TT語
の

下

認  Lf縦
 :豪

不
「 薫レ|テ

:

｀ ~ノ い  ノ ~ヽ
“
Iフ■~/.」 。~｀ ‐ 'コ ンー

  |   
′            ~´ ~             =      ‐ 

・
1‐
・
‐

だす。        | みよ う。         こ根 人 〕́

|           ||                          :
|                     |

金を使つて考えよう。         |

①①①   ① ①  .:|
① OoO+1‐ O O Ol i● :

塾i分が考えたしかたを隣の子に識いて|も ら

○よりよい言1・算方法な鶴る。

｀

1 4, ダブιニプで話し合っ

発表しよう。

どの考え方がよいだろう。

○鼻:法 を犠 えて≧「算す る。  1 5‐ 44+35鋤 計算 |め しかたを考え

(無:A〕 一―メ :ダルー プ )__ボ

プリントの線警識題をしよう。

ようさ

全体 )

ものどぅこ凄しなが ら、

(全 体 )

一-  3



陶寝 をつか七tc

う…′・たしざん

4轟 +2墓

(D
+G

①

Ｏ
① ①

:窓 憲|るl①讐ゴ|:彎

事
ご

｀C 熱心に取りくんだか。

じ
０

う。             | む進んで自分の鷲えを述べ

たか。    .

0よ りよむヽ乃
・
法 を見っけた

‐ 纂 お金を離 てま算す る.    |れ  ― i

| 1 113鐸 :思え七与モ:う)    |  ‐

‐ 5,各彙で考えてから、グループで接討三/あ う.   l o暮 l登意歓::二 あつ:たか。

|｀    ,      「 74:こ 碁をた こメてF7 争

6,次 轄勢学残:謙亀 を費14。

|                          |

1‐ _一

卜羹≡i:暮奎墨姜:

● 学登勢紅,あ てをつかスメだ



，
議

第 1学年   谷郷学級

単   元   すな ぐるま

棗  標

轟知的 藤標

○砂 や小石
:な
ど、い ろいろな 1

o洛 ある砂 σ〕か さの違:い によ

0砂 、 おが くずな ど、落 らる

態賓的 藝標

0要 選 を予懸 し、 機力 し合 つ

・。友 だ らぬ考 えを よ く責 き、

教級 の と らえ方

先菫 は、 離準元 の シー ソー で、

陸:転 を重 さ と力、物 θ》瀦 ち'る 位置

ばせ なか ら、秒専 σ)睡 転 の変化 に

`

指導計憑i t5時 間 )ヽ                | ‐■|■ 1111■ ||

1籠
二次疎ほギんれくみ学ているでぬう。|||「||■::
第 2次  つ づ けて 量す に は、 ど う

難 3次  砂 を多 く落 した時 と、 少

鶴 4次  議:方 の職 綬 に秒 をい ら ど

第5次 小石、おかくず、砂などでもょく1摯るでしようか11=■二||:

織の議t第3    、■11■|:=
ど

'・
‐・「111111■ |::111::

■―::|11111‐■||‐|=

‐■■■||=||

3,

4,

5,

一一・一．・一一．一一
一一一．一

一〓
暮
ｒ

●

碧

、一
　

学趣  科 換  1襲:■



2校 時
指導者 残

`

に|ち か いか で きる ことを最 鋳 す るご

を 。  ,

るこ とを主 警 す る。  :      :

ら菫 ぃ方へ i兵 きゝ 重 さ と力 の受係 を経姜 してい る。

落 ち る位 き、落 す彰FC肇 さ、 あた る位 置 な どはつ き

レよ う。 _́_:.______ ‐・

よ||う ご -1・ :・ __ _.1‐ ~~｀ ~「‐・… l

かめるよ

れ
Ｌヽ
μ
鶴』五谷

本単元 では、砂車 の

り条件 をお さえて遊

1

1

1

1

1

亀
　
麟翼
　
一Ｌ
　
磯
　
鷲

時
　
時
　
時
　
時
・　
鋳
・

一・一・一一・一
一一管
一．　
√
聰
■
一



学習謙選 砂車 は、秒 を多 く落 した時 と、少 な く落

斃展

ね

○学登謙こにつぃて予態を

する。

○条件を統一 して比較する。

○結果を話 し合 う。

○一定の時間に落 ちる砂の

量か ら砂車の難 り方を考

える。

1 1       ‐ :     :       、
            |:                                                                               :         :       1                   1

′3,実験の結果について話し合い、ましよう。

む方をみよ

落 ちる紗の量をくらべてみまし よ

コツプ

「―
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
―
，‐
―
●
―
―

一
‐

一・一一卜，一摯‐‐一‐一一一一‐一

ン
つ4,

ン
　
な

多

　
　
い

教   轟  の  発  満

1,砂肇.は 、砂を多く落 した時と少なく落 した疑:.と 、
どちらが速 く涯:る でしよう。 (予 態 〕  |■



盤i評動活の
Ｉ二
塁

■||■■|:砕根の位量も同じにする。

■‐‐■|||||13人■緯さ笑象をして熙り方を見る。

○ 漂審r生活 か ら予賠かで きた

烙ゝ。

○実験の条件 を (高 さ、位競
r)統 一 して実験しているか

○協力 し金ヽつてえfか ょく実験

|し ているか。

○自分の竜 たが述べ られた力b

O友だちの意見がよく畿けた

力)。

①秒の量 と重さ によつて t
力に差めあることがわかつ

た鰺
=

:○彙 く嚢iる 理義がわかつたか。

もおてつたキの
　
　
一

が紗
¨

″
総

1表141落し、た方が遠く回る。

::■|● 1高い所から
,|111‐ |1111 1 :

||||::羽級の先の方へ墓てる。



舞 2等:筆 高懸 等I級

材

標

認知 的 目機

教舞 の とらえ方

の流ばけいくみ押ばいG色囃褪はヽ
1ヽI[IF通 [瑶要霞ここに錯:て くる葉 り物 は単 に機桑車の議 とし

移り変わりを装理や、他O登場場と●からみ合いの中でとらえ |゙

こまか な表現 に も注 意 しなか ら、 曇 うし

=|千
下 了
二
不
｀
ムにあィ

庭 を養 い た い。

4,整 為:計 証|(´ 12時 澄 )

第 1次
..全
文 を読 A/で 感懸 を話 し合い、言

'管 尋弩
→
雫 脅:||て

'|三

:彗:≡|
第 2次   あ らすじをつかなG´
第 3次   「 やえ もん」σ〕気持=を
発 4次   「 やえ もん」につい 1

雛 5次   ここはの学習、テス

5,本 時の聾繊 t識 3次第 2時 分 )
o亀
″
気きかん革ζl、 「石たん食いのやえもんやあ

いこ

読 み とる。 1
拳人の議 を比 べて地 き、

魏 議 科 学

逮
　
一群

Ｌ

　

乳

8,

ナソ一一一一墓
一り，滑つしすケ

¨
″
た一葛

一績分懸

一Ｉ
一
』

て読 み取 る こ́とがで

を■1え |なか 各議 むこ

ら議1む ことがで きる

0友だらグ
‐
1考 え.を よく競ホ、自分J)考 えをしつかり,幸 ||111=理



・
顧  八菫 子

|lt余 れ  書    上

一轟

躊
Ｉ

者

校

一等

／

２
　
指
・

tれ、た,作品により、子供なり111講 そ琴:,さ せ、生活をみつめ、

_■ .… …… ,__   、一― 一 ―■ ……
l・ _́_、 2時 轟

広げる豊か な心

怒 りが堪 して きたや え“亀んの気持 ちを表現 に鼠lt/で

とす る。

華よ:づ :ど した ものである。

と笑 われ、



●
烙

　
　
　
Ｄ

た

　

プ

し

　

一

で

　

ル

伺

　

グ

は
　
く

通一詠一覆轟学
θ日〈

「

○ 「 やえもん Jの 気持ちを詳し

読んで考える。

○自分の考えをすすんで話す。・

o「 ゃぇもん Jの言動から怒 りの

大きさを知る。

○気持 ちを表現して論:む゛

も、と重こ

5, ま

大 きな験 で、小 さ
こヽ

亀

　

■

学音課題

展   発

(■  ら  ヽ`

C 本時毎学務隷走1を 知る。

なデ イー ゼル カー や、

教   熱   の 発

12: それぞれの場正1で ,「 tみ :ヽ |■::よや:≒摯島
を調ベノートに書きましよう。  | |■ |

(纏 人 〕 ■|

いましよう。

||1111■ 3



一一
一
一
一

ゃえ もた
・
一
つ
●
会

，
畿

一

一
　

・　

こ ときσL んの気持 ら'を 考 え_よ
ンつ

　

・

楓一鐵溝C)露 i

鷺

"

|「 じや'く すごc J

||||1手を二る子きもたち:こ 1■も晃1けなかつた。

0誤趣 んゞ しつ 泌ゝ りう
｀
か めた

力・。

O「 ゃえもん Jの気持ちが

詳しく読みとれたか。

○ 轟分の考 えが、しつ か り議

tさ i二 浄ゝ .

○読みに気持ちが こめられ

て い た か 。      |

一‐‐
‐
‐
‐
‐
…
‐
‐
，■

一豫〓
り
　
　
ｏ

ゃ持

か

気

た

勢
　
れ

．
―
コ
　
　
ニ
転

ん
　
み

な

一読

え

く

や
　
・レ

ｆ
ユ
詳

Ｇ

・
職
　
変
・　

針
‘

て

大

か

べ
　
の
　
た

比
　
１
一
き

と
　
ん
　
で

え
　
も

解

′′
考
．
え
　
避

一　
の
　
や
　
が

ち

Ｆ

れ
′
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だ

　

ヽ

怒

友
　
善
ｏ

な

一　
（）

に議会つ

とき。

るとき。

た

らを表:え´

に藁養つ

とき。

るとき。

モ〕う。

|な しいよ

:い しいわもヽ

い火のこ舎

めも・・・

と き

る

　

た
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
ヽ JI

、 ぼ
イ

´

:

持 ちを考

義する.c



第 3学年 寺沢学級 科

元    分  数

檬 ‐ ・
認知 鑢 騒様

o 5lN.o;Hmr Afi L6*1, t eltd'H{/*rr t'tc=r,'''CBffi
o ffi ,)& A T*o;firl*B,H.lc -" rr r., ft:r H /r Fi 6. ri r * a*,

o HWWi&W"4r*.8:ffiffi&f#tr,?aiHE bt\ 6o,.,.' .=

o Er:'' b nx*." t < ftiir..' (, a ij n* L& lLs#a,,*,,..#
B, &,fi a t b Lfi ,),,. i' 

',,1.1,:i_ 4,,,,-: 
,,,.

f)*SCI+ib,t_#40ffi lc [lJr., t rs h ]: /1,a t J- a t c 6.

算  数

撃

鋳ヽ

１
■
　
　
　
つ
６

J,tEtcilw.L r', iffi bkt-< L 6tL sr.at.blci*, r:ia.ffii
4 n-a'&7^tr3 n( * l:f,t t. i a L &*.j B A A L trrd.*;
4H "c, x!* b tr,.: 3 t -cH|j tr1,-c * /; u)tc. *J*: lijl,ts )

., ,,..._,
/i fJ lr , ? fifr'fFrtlH5fi_ S tL 6 t.. :lEH tc t ->A i*.* ,, /J 0 fr

4,指 導 計甦  (5時 轟 〕

れたものJに とどまつてぃるL

癬分数の意味、表わ嚢′方を紙テープを羹つて理解するL



2校 時

指導者

ここで,児薫の:分数の概念は、 のを何等分 か さ

寺  沢  寿美 子  :

「 1つ のも

2時 驚

1時 間

1時 間

1時 為

誓||え:=十 11出され
‐
できた二)を :二 ふ見込。

11■
■|‐ ■  ||     :

13  6    二‐

瀑

す る。

つにな る c

一ザ．一．・一一　・一一一



学習 課 題

展   轟

はんばのあ らわ し方 を考 えよ つ 。

○はんばの表 わし方 を くふ う

す る。

○互鶏:法 2国 によるはんばの

表わし万をくふうす る。

0本時学登 のまとめをす る。

2, ではこの紙テ丁プは俺解あるでしキうこ

はんぱの表わし方を考えようよ

(f藝 : 人 》

〔グ

(全 髯[:つ

人 )

体 )

4,こ の時鶴の学音をまとめましよ う。

3,こ の紙テープは何解あるでしようさ

― プ )

ｌ
ｉ
ｖ
ル

ｌ
ｉ
ｖ

プ 》

卜

瞥
ト

機

　

グ
　
　
全

ね   ら 教  絲  の  発  闘



|〒

2

iん , づ

各塗、経キテー プを藻J

:ま ん 麓

紙 テ:―プを減勇 考え る。

ア で 1 響を純番∫二り乍い分をイとする

の 3つ 分

イの 4つ 分

⊂)は ん !よ の処理をくふぅで き

たか。

○友だ ちの発表を職き、 自分

の考 えと比べ発表できたか。

O■除法によるはスノばα〕表わ

し方が鈍鳳:てiき たか。

1

:よ :丁箸「 |

茸与窺

2 ア

:二 1墓 ]解
全体は金♀蕊

4

とめをする。

37 ‐一

|‐

11毛尺で義:る。

|11‐ 凛 :尺 11‐ ●::l i l‐ :



第 3学年

九

綜

t平本学級

ほ うさんの とけ方

趣 科 学 習 指

1,

2,

単
　
目

認知鋳 目標

解 す る。

態 賓鋳 覇操

0ほ うさんを水にとかして、加熱したりうすめたりする峠‐|:|1幸輩
0話 しヽ合いl・

Cよつて、ひとりひとりの考えを深めようとするこ1111=

等,

一鍵蒔
一

島
わす鐵一卦鉾

三
尋
一
鑑４

質
け

||■■|三
いか、水量‐や水灘に,よ つてとける量が1変

‐水灘‐ゃ水彙::こ よつて■定していそtlそ||あ |

纂 二次   全体計酪 をた |て る。 ―――一一一一一―………― ……一 ――‐

筆 鷲二〔  ほ うさメノは水に どθ)よ うに とけ るだ ろ う。f、 .___,_

鮮二3次   水 に とけ4fい で姜つたほ うさん水は どうした らとけ るだこ

筆 41次 ;  ほ うさえ′σ)と け る量 :ま 水の温 変に よつ て、、どう変わ ′ろだ ろ

第 5次   ■ いほ うさ∴ノ
=を
学|や す と、 どうな るだろ う。 :。 __:1.:=1_.

箕 6次   濠 い (ま うさん水 を うすめるに iよ 、 どう すればよいだ ろ うよ

本.:時 の 餌撫 (第 3次 第 3時 分 )       :

・ 水 に とけないで残つ たほ うさえ〆水 をあたた路 るとく

。議 し合 いによつて、 ひ と りひ とり勢奪 えを絆 めよ う

と け る こ とを理

とす る c



≡■■  `i

2校時

指導 者 平 本 君 枝

じ′て 出 て く る こ とを理

。 ま して、水溶覆 の温 度が下か る と、 ほ う

とけて見 えな くなつて も海減 したの ではな

■=|●‐…… ……… …… …‐…… ……… 1時 職

|「
‐一一 ――――一―=‐

十 _._ _1時 餞

,:う ム|・一_… …・ 一 ‐_― ‐ ~~∵ ~~…  3時 詭

うと 一― ―一――…………………… 1時 間
,■…………………… …………………・ 1時為

■■■―,一一一一一一一一――  一 … 1時 陶

曇ふ 顧』i :言li  が結暴と

うにす る。



亀

　

■

学習 課迅

展   藻

水にとけないで残ったほうさん水は どうした ら

教
・

○先f警経験か ら、自分総薦え

をしつか りも‐。

○加熱する装甚ξを考える。

○記録の仕方を考 える。

○水温 ととけるほ うさん勢

量の変化を離察する。

○温度を高 くす る駐多 く

|す ることを理解す る。

と:す 残つt二 ほうさん水をとかぢ
甕
に 1

よぃでしよう。 (予警 )

2,実験装童を考えましよう。

○最察したことを、温度の変ィヒにした

よっに記録するには、どう。したらよ

3,実験をして、結柔を記 じ含洋 まヽしよ

４

　

　

　

　

　

¨
　

・

{熱 :

つ。

決 )

今日的学習でわかつたことをまとめましよ

(■ とめ ).

・義一ぜ

ね  ら  い 鶴発



一｝一．一一一一．・一・．

灘本学級

元   食  塩  水           |

繰   l l i    .｀  1

認知 的 目標            :

:0食塩 か水 に溶 ける量 には数費か ある。

理  科  学 進;

1,単

2,  目

3,

0水 と食 塩 との童の議合 力ゝ ら食塩水の農.さ が

0同 じ体積の食峰水は凝 さによつて薫 iさ
:に
:連

・̀   0水 になけた食塩を再び結晶として取拳事す|

態度鋳聾標    :
l子   基

L食
塩 よ に つ い て た え

1方
を 決 め る 態 度 を育 て

磯自分貌D考 えと比較 しなか ら、友だらQ意 見

教材の とらえ方    :       ′■   |

食塩が水:⊆ キ=け て鶏にみえなくな

'て
■1本

:彎

見ぇなt｀離手として存在しているというより味が|

ここでは、C身近な食塩水を利睡して間体積の液

晶 としてでてくるとい う見万、考 え方を伸ば して

。 そこで、 目に彙Iえ ない溶酔した物質 をどのよう

させていきたい。

指導計轟 t7時 鷲 ) :        ::4.

第 1次

第 2次

第 3次

第 4次

第 5次

食塩を水 llCで きるだけ溶かしてみよ
iう

食塩水のとさと童さの出=係蔽ど
:う

だろ

食塩よか ら食塩 を取、り議 してみようも,

食塩水,の 経 さによつ て興て くる食
｀
理 の

導,

食塩まから水だけ:を取り駐してみよつ

奮奮翼尋彗猥蔚基鐙盛鉢濃さにょつて重|さに違い浄|
s轟 分の考えを友だちに知らせ、わ互いに鶴おし

欝
i=i:■

第 4学年



:|121校 時
:

:指導 者

い る とと らえて い る

る
‐
量 には限 りがあ る

や液 の菫 さの灘 定 、

_二 __…  2時 間

……………… 1時 甦

__… …… .2時 賂:

…………・  1鱗 轟1

ものは少ないL食 塩か 日に

ことや溶 けた食塩か再び結
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|   ‐   6,学 習詳憲   躍 じか さの水 と食塩 水 では どち らか菫い だ ろ う.6 ・ ■ |
| :: ｀                           |    11  1

1      17.霊   轟

I

11 1 れ  ヽ  1 教 鼻  発 難{よ     り    雄1       1     幕1    鉾II    錢'    多白   「耗

111 -10藻 掛 秘 をす碁. :… い さ疎 と食≒水でど ち |が

=二

|● |′

1  しよう。           .「 予警|'|■ |∵
|                

‐                                  1 1■ | ::

|■ ‐|
1                            1                                    ‐

l    a轟 鷲れ∴し島|  ○ 食蛙水を二」定す る姜豊や燿
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不 こ

「
=t。 ‐=・

|

|

||
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|

1 3,末装をし′て、胃しかさの水・食塩水の菫 |■
|⌒ ___:4…

… …
 :

し′てヽ 平しか書の卒・拿■本?事 |‐ ■
りまこノよう。,_        |i    l :   :        it i  ■

i‐ |||
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| ○闘 じ体積総水・ 食塩
.水
的重 さを
 || さ二〔

=キ
リま 事二 :|

ノ。 ,■ |

:1 醐た職する。  |‐  褒二碁硝二‐・  ‐I

○闘 じ体積総水・ 食塩
.水
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|  ■ 1翻
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1
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_二

        |
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: 4,実象結果について議 し合いましよう。
:                   |

: 4,実象結果 について議 し合いましよ う。
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らか車いか考 える。

とよい。

とよくわかる。

食繰:水は同じかさ

○先行経験から予態できたが。

○注意深 く正確 な漁t定 をしてい

るか。

○グラフ化によつて食塩水αD濃さ

と重さ勢斃係をつかスノだか0

にして容器の

くふきとる。

グラフ
.そ

こす るとよい。

醗p食塩水では、濃 い

一・一一一
一一一．

■311笑数をす.器 :● 1 1     ‐‐

事

讐 =

，
つ



第 4学年 牛建学級

蔑
・
い石翁柱

轟無鑢 難標

0登場入物 や I学者 の考 え方 を読 み とり、

壺
よ

一撫申鍮

1,

2.

一瓦
　
標

準
　
轟

6表験1に 灘 して、

態 寝鈎 霧榛

‐鸞 自分 の考 え と比 べ なか ら、

場職やそ頑〕構景 を思い銀 く

自分 も進 えで詐 そ う

て_4

0友 だ らの考 えを大勢 に して、

3: 教和
・の とらえ方

4年生 と もなれ ば種 々の本 に摯れ、

高い石の柱は、 登場人物が少な く、

考えることか容轟であ るo

そ こで登場人物 のひ と

らに深 めさや、

(10時 議 )

全 体 計建

4, 指導 計融

鉾 1次

第 2次

第 3次

第 4次

第 5次

王緑、家来、石星 な どえな人 だろ う。

作者 の言いたい こと |■ 、鑓ノ1_だ ろうム

愁態文 を書 こ う。

他 σj作品 を読 もう。

5, 本時の 甕様 t第 3次 第 2時分
.)|

0作 奪 の一番言 いたい こ とを'ま

‐0錢 分 J〕 亀 えをしつか つ持 ら、

・
　

　

　

４

●
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一悪

一
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と

人



~    
‐2校 時 1.:

指導 者   牛  建  典  子

r. i:'..' ' '.

:c'BtuB'? 6 n& 6 4i i- r .. ts & t- r,e {i fr a 4 fr- *j iJ ," 5 b . tr) -t = b a "

.r : a,.,?,r. xYL,Fffi i &tffi u aALt? <., ffiHo; *Wqm,n: 6 6.trrr
:

時 馳

時 職

時 職

時 間

時 穐、

自分 の懸 態、意 見 を さ

2  ・ニー



３

　

　

７

学 菅 課選

展   霧

○文中より作者の言いたいことを

読みとる。

○作者の考えが変わつていること

にダ民季せく。

○本にとらわれずに子 どもの考えを

出す。

喜離

1)1/FttLIよ 、 6の議の中で 1よ 恐いことをする者‐

は、三縁α)よ うに悪いむくいを受けるもⅢださ

とい うことですね。

作者は、■幅の中でどんなど11碁喜蓬轟仄
いのだろう。

(ダ

6と 7の轟勢中で作者勢言

とをまとめましようむ

(グ ノレー名プ D      〔全   体 )

らせますか。

問教ね

○次時総予告

○識時の作者毎北えを警趣する。

ξ

自分か作者だとすれrぼ難をどのようこ碑終  ‐



命量

を:見て確認する。

作者の考えの表れているところ

とをする者 :ょ 、正さなけオ1ブ

もつようにじ

な もヽ 。

にいた
~41‐

屋はうまく助

いの じやが な あ攀

どちらめこ

○ ひとりひとりの考えをしつかり

もつたか。

0人 の意見 と比べ なか ら識いてい

か .

● 作者おい la・た しヽ ことがわかつたカネ

4,い :ろ いろな方法について考える。

警警
棄

価i評議

‐　
　
　
　
　
　
ダ

蠍時の学習課議|を知る。



第 5｀学年

教板 の

八 1濠学級
・一
離
許一

習滋
Ｊ

科曇

１

　

２

単 、

理

母 ぐま子 ぐま

る こ

美 しい
i蒲
景 を青景 にく 子 ぐヽまを守 るた

た 、

8,

4.

5,

態度 的:燿‐標

第 13次   懸 .慈文
=力
いヽ て:読 み を豪 め る

雛 4次   f≧ 疲)作品 につ いて読 み 味 わ う。_一― 一 一 ―――― ― ― ― ―
本時 の 駆繰 t第 2久第 4時 分 )

Ot3)の 場 面 を中心 に素Iか 違 くな りそ う1年 警 ヽ
｀
i事 や::ヽ 警 鉾 .も,Fi゛ :ヤ

:

彗友 だ ちの意 隻Jを 尊 重 しなか ら文 に蹄 した 自分 の考 え をのべ あつ て ,と ′

二 二 二 二 i釜 菱



21校 時

指導者

とつた母 ぐまの強烈な母性愛 を、迫 力 あ る文章で描 い′た

喜
一●
凱
（
ヽ

●
嬢

一
八

゛
、

しかし豊かなイメージを描きながら作品

と思 うか:、 表面的な読みに終

から優1に あ る微妙 な心無 を読み れ

2時 鐘:
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●立体の表面積 と体積 の、 公式を う くり出|す まで',:過程

,自 発的に、楠々の考えを拡げてヽ1友
‐だち:と1協力|しも・つ―て、

算
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3, 教材の とらえ方       L
黎前テス ト結果の正答率 (%〕

閣角 形の強積

三角鷺 の面積

亀  σ〕 藤積

‐よ う、特 に、重点 をおいで指、導 したい .・

4,指 導 計画  t参 時 融 )

第 2次

第 3次

第 4次
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2校時

指導者 子躍浦

と す る。

最 も合理的な求積 方法 を生 み出 し、 それが、 /Ak式 化 され てい く

表 面積 体 積

41.9 36.5 63.6

22.72034 28じ 6

出す学習 をして来た。

‐
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|‐ 角 :柱

時 間

時 詭 :

時 甦
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うとす る。
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2校時
指導者

博

と、おも
―りの重さか|う .り 合つていることし

ばした力め大きさ・を表わ|し ていること6

現象 を学 び、 手 ごたえは五怒 の一部 として、力 の大 きさを とらえ る

に お きか え数量化 す ることによつ て法如化へ進 ませ、 デー タ解釈 に
,よ

2時 職

2時 識
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蓑

か ら予警 し、自分製♪意更,を

しつか りもつむ

O ばねの伸びのよ」■ を正

確にす る独 自の工夫 をす

る。

● 友達の意見や考え方を

乳き、自分αD考 えと比較

す る。

2,つ るまきはねにお も

なるだろうか。

3,結果をはづ きりと数量でまとめる方法は

(無決 〕:

4, ゎかったことをまとめる。

(ま とめ )

|=奪

つるまきばれにおもい■■優えていくと、おもりと|

なだ■むi≒ :び liど うなつていくだろうか。
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さんの行動や気持 ちをみ

つける。

詐ル 合いを通して、ま

り確力)な ものにする。

○ 菱′イとしてまとめる。
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展

て

　
　
一
ま

ね  ら  い

0次時へ発展 次時の謙社を予告する。
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なせ、 そ ス:な をし′たので し′よ う。

ることを講 し合 う。

○語 として総読みの線習
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ている

雪だ らはで家に帰る

おじいさえ′の心情にふれご感むを
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とができたか。
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